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ピア・ロールプレイによる獣医学生の診療コミュニケーション実習

木村祐哉

北海道大学大学院医学研究科　医療システム学分野

（〒 060-8638 北海道札幌市北区北 15条西 7 丁目）

要　約

参加者がそれぞれ獣医師役、飼い主役、観察者を演じるピア・ロールプレイ

の手法を採用し、臨床志向の獣医学生らに対して診療コミュニケーションを

向上するための実習を行った。ロールプレイ終了後には、その内容について

各自フィードバックを受け、ポートフォリオに準じて自己評価した。 2 日間

で計 9 名の獣医学生、 2 名の臨床獣医師が参加し、いずれからも高い満足が

得られた。獣医師役を演じた自己評価は否定的な内容が多かったが、飼い主

役と観察者からのフィードバックには肯定的な意見も多くみられ、全体とし

てバランス良く反省することが可能であった。また、初回に得られた反省は、

次回の目標設定に影響を及ぼしており、ポートフォリオによる評価が有用で

あることが示唆された。ロールプレイの導入は、適切な評価方法を用いるこ

とで、コミュニケーション能力を向上するための妥当な手段になると考えら

れる。
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コミュニケーションとは一連の共通ルールに従って情報を分かち合うプロ

セスであり [1]、言語に限らず表情、仕草、距離など多くの言外の要素によっ

て生み出される様々なメッセージを含んでいる。医療におけるそれは適切な

情報収集、ラポール形成、コンプライアンス（アドヒアランス）確保などに

つながる本質的能力のひとつとして、医学教育の中であまねく身につけるべ

きものと考えられている。

獣医療におけるコミュニケーション能力もまた適切な学習によって改善す

ることが知られており [2]、欧米では獣医学教育への導入が進められている

[3]。しかしながら、日本国内ではこれまでにも獣医師のコミュニケーション

能力に焦点を当てた試みはいくつか実施されているものの、未だその学習法

が確立されているとは言い難い。

筆者は自主的学習を目的とした臨床志向の学生の集まりである V-

Egg （ http://vetsworld.net/）からの依頼を受け、診療におけるコミュニケーショ

ン能力を向上するための実習を実施した。用意されたシナリオに沿って学生

らが獣医師役・飼い主役を演じるピア・ロールプレイという方法を採用し、

その有用性が示唆されたので、この実習の概要について、参加者全員の同意

を得た上でここに報告する。

方　法

本実習は 2009 年 3 月 7,8 日の 2 日間におよぶ研修会の中で行われ、 1 日目

は神奈川県、 2 日目は千葉県で開催した（表 1 ）。参加者は 1 日目が獣医学

生（ 2–5 年次） 8 名と臨床獣医師（ 1 年目） 2 名の計 10名、 2 日目は前日の

獣医学生に新たに 1 名を加えた計 9 名であった。

1. ロールプレイ

ピア・ロールプレイは概ね同等の立場にある参加者が組となって行うもの

である。あるひとつの問題状況について描写したシナリオに沿って種々の役

割を演じることにより、その問題を仮想体験し、実践的な学びを得ることが

可能となる。臨床的知識の浅い学生が対象となっているため、本実習で演じ

るのは検査前の問診部分のみとした。使用する各シナリオには、それぞれ診

療に取り掛かる際に獣医師の知り得る情報のみを記した獣医師用シート（図



1A ）と、飼い主のみが知り得る動物との絆といった背景情報などを含む飼

い主用シート（図 1B）が用意され、獣医師用シートは獣医師役に、飼い主用

シートは飼い主役にのみ公開される。

本研修会では、獣医学生らが今後も自主的に学習できるようになることを

考え、実習に用いるシナリオを自ら作成する作業をグループワークとして初

めに課した。相槌や共感、要約、アイコンタクトといったコミュニケーショ

ンスキルについて講義を行い、次に参加者の属性が偏らないように配慮した

上で、 3 名あるいは 4 名 1 組の計 3 グループを構成した。筆者が予め作成し

た事例を参考にしながら各グループで 1 本ずつシナリオを作成し、その内容

が不自然なく演じられるものとなるよう、さらに筆者による校正を加えるこ

とで完成とした。

各シナリオにおける飼い主役は、そのシナリオを作成したグループの構成

員が担うこととした。各グループの構成員から獣医師役と 1,2 名の観察者を

選出し、自らの作成したものとは異なるシナリオに当たるよう、他のグルー

プに移動してロールプレイを行った。それぞれの役割は順次交替し、両日と

もに少なくとも 1 人 1 回ずつ全ての役割を演じるものとした。ロールプレイ

の制限時間はいずれも 5 分間とし、終了後には各グループ内でのフィードバ

ックを 5 分間程度で行った。フィードバックではまず獣医師役が自身で感じ

た反省点を述べ、それに対して飼い主側が感じた印象などを還元した。観察

者は両者の発言を補足し、診察の様子を第 3 者的視点で見た客観的意見を寄

せた。

筆者は以上のロールプレイおよびフィードバックの工程が適切に展開する

よう、時間管理とともに適宜参加者へのアドバイスおよびコーチングを行っ

た。

2. 評価

参加者のコミュニケーション能力は実習の開始時点でそれぞれ異なること

から、今後の評価法としてポートフォリオ [4]を使用することが有効と考えら

れる。本実習の中で獣医師役を演じる回数は各人につき 2 回に限られるもの

の、今後ポートフォリオとして蓄積することを想定した評価シート（図 2 ）

を使用した。

上段ではロールプレイの実施前に各自の目標設定を、中段では獣医師役と



飼い主役それぞれの視点から、そのロールプレイで上手くいった点・上手く

いかなかった点をフィードバック後に挙げるものとした。下段では、上・中

段に記した事項に基づく反省と 5 段階評価による目標達成度を、その日の研

修内容が全て終了するまでに書き込むよう求めた。

結　果

初回のロールプレイでは多くの獣医師役に戸惑う様子がみられ、初期に設

定した 5 分間では問診を終えることができなかった。しかしながら、 2 日目

の実習ではそのような様子はみられなくなり、 5 分間で問診を終える学生も

現れた。その場合においても、フィードバックで飼い主役から診察時間の短

さを不満に挙げられることはなかった。ただし、フィードバックは 5 分間で

は不足なことが多く、時間を延長する場面が随所にあった。

1 日目のロールプレイでは、「的確な相槌や要約のスキルを用いること」

「情報の漏れがないよう的確に質問すること」あるいは「簡潔に説明するこ

と」といった趣旨で目標が掲げられた。具体的評価について、獣医師役自身

は情報収集の成否、アイコンタクトや相槌などの成否などのほかに、「質問

が手際よくできなかった」「説明が回りくどくなってしまった」「（頭が）  

真っ白になってしまった」「考え込んでしまった」といった点が挙げられた。

それに対し、飼い主役からは各コミュニケーションスキルの成否のほかに、

「多角的に質問してもらった」「落ち着いていた」「親身になってくれた」

「声が小さかった」「もう少し表情があると飼い主が安心する」などの評価

が記入された。全体的な反省の中では、 1 日目の実習での目標達成度は平均

2.2 点であり、具体的な改善点に関する記述のほかに「自分で情報を聞き出

すことの大変さを学んだ」「今後は解釈モデルについて意識しつつ、獣医学

的な専門知識をつけていきたい」といった内容がみられた。

2 日目の目標は前日の反省を踏まえたものになっており、「会話が途切れ

ないようにする」という趣旨のものが多く、その他には大きな声で話すこと

や表情をつけることなどが挙げられた。ロールプレイ後の獣医師役の評価で

は、声の大小を含めた各種スキルの成否の他に、会話のテンポなどに関する

ものとして「診察の流れを意識することができた」「質問が重複してしまっ

た」などがあり、また「手元が落ち着かなかった」「落ちつきなく体が揺れ



てしまう」といった、それまで気付かなかった本人の癖についても指摘され

た。一方、飼い主役からは「落ち着いていた」「話しやすかった」「細かい

気配りができていた」「こちらの情報を上手く聞き出してくれた」「もっと

掘り下げて質問して欲しかった」「会話が途切れてしまうことがあった」

「同じ質問をすることがあった」などの点が挙げられた。 2 日目の実習にお

ける目標達成度は、全ての参加者で 1 日目よりも高いか同じ値であり、平均

2.9 点であった。「昨日と比べて改善されたことが、自分でもよくわかる」

という前向きな記述のほか、「系統立って質問できなかった」「接続詞の使

い方に戸惑ってしまった」「手を終始動かす癖を直したい」「相槌の種類を

増やしたい」などの反省があり、さらに、継続学習への期待や今後の目標設

定についても記されていた。

考　察

本実習では臨床現場でみられる診察状況を仮想体験するロールプレイを実

施し、ポートフォリオに準じた様式による評価を試みた。

医療面接実習前後の医学生の関心について検討した磯部ら [5]の報告と同様

に、獣医学生らは実際にロールプレイを経験することにより、コミュニケー

ション能力の重要性だけでなく、獣医学的専門知識に基づき系統立って情報

収集することの難しさをも再認識していた。初回の自己評価における目標達

成度が低かったのは、この気づきによって自らの至らなさを実感したためで

あり、続く 2 回目の目標達成度が向上していたのは、初回のロールプレイ後

に行われたフィードバックによって、達成すべき点が具体的に示されたため

であろう。

獣医師役の自己評価は総じて否定的なものになることが多かったが、飼い

主役からのフィードバックでは肯定的な評価もバランスよく得られ、また、

観察者からは声の大きさや表情、何気ない癖といった、当事者には気づきに

くい点について指摘された。悲観的になりがちな獣医師役自身の主観的判断

にとどめず、飼い主役や観察者からのフィードバックを与えることは、ロー

ルプレイに不可欠と考えられる。学生が模擬患者となることで患者の気持ち

を理解できるようになるなど、ピア・ロールプレイに特有の利点があること

も示されているが [6, 7]、人医療で言うところの標準模擬患者（ standardized 



patient ） [8]のような、標準化された模擬クライアントを導入すれば、さらに

効果的なフィードバックを得ることも可能であろう。

技能や態度といった点数化の困難な要因については、獣医学生それぞれの

能力とそれに応じた達成目標は千差万別となるため、単純に比較することは

できない。ポートフォリオはこうした変化を捉え、学びを促すのに適した評

価方法である [4]。本実習で使用した評価シートでは、参加した獣医学生が

各々異なる目標を立て、飼い主役の記述や観察者からの意見を参考にしつつ

自己評価することが可能であった。また、 1 日目の反省は 2 日目の目標とも

関連していることが多く、評価シートを交えた振り返りが今後の行動目標を

設定する一要因になっていると考えられる。ポートフォリオには客観的に評

価することへの課題も残されており、そうした面では今後も検討が必要では

あるものの、本実習で用いたようなシートを含めたポートフォリオはコミュ

ニケーション学習に有効なようである。

本実習内容は、筆者がこれまでに医学部において体験した医療面接実習を

獣医療向けに修正したものである。こうした学習は既に医学教育カリキュラ

ムの中で広く見られ、 OSCE （ Objective Structured Clinical Examination, 客観的臨床

能力試験）と呼ばれる、技能と態度を評価する共用試験も実施されている。

研修会終了時に行われたアンケートでは、参加者である獣医学生全員から、

こうした実習について「必要性を強く感じたので、今後も継続して研修した

い」という回答を頂き、また 1 日目に参加した臨床獣医師からも同様の意見

を口頭にて伺った。ロールプレイやフィードバックの時間設定、利用するシ

ナリオの選択など、検討すべき点は残されているが、本研修会で行ったピ

ア・ロールプレイによる診療コミュニケーション実習は、ある程度妥当なも

のであったと考えられる。

本実習にあたり、ともに研修会の講師を担った有限会社プラクリティの小

林弘幸氏に厚く御礼申し上げる。
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表 1 　研修会日程

1 日目 神奈川

午前 講義

午後 シナリオ作成 , ロールプレイ

2 日目 千葉

午後 動物病院見学 , ロールプレイ



図 1 　本実習で作成され、実際にロールプレイで使用したシナリオの一例。

獣医師用シートは獣医師役、飼い主用シートは飼い主役のみ閲覧可能

とする。

図 2 　評価シート。目標達成度は 1 （達成されなかった）～ 5 （達成され

た）の Likert 尺度で記す。

図 3 　 1 日目のロールプレイの様子


